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論    文    の    要    旨 
 


















溶液交換に及ぼす影響について調べている。また、このデバイスを用いて Interleukin 2 (IL-2) のサンドイ
ッチイムノアッセイによる検出も試みている。125 pg/mLから 2.0 ng/mLの濃度範囲で IL-2濃度に依存す

















性剤（sodium dodecyl benzenesulfonate (NaDBS)） をドープしたポリピロール (PPy) 膜から構成される。こ
のポリピロール膜は、適当な電位の印加により還元状態、酸化状態を取り、この変化に対応して表面の濡
れ性が可逆的に変化する。ドーパントの種類と電解重合の時間がポリピロール膜の濡れ性の変化に重要










審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
タンパク質のセンシング等では複数の溶液を用い、順次反応を進めてゆくが、これを微小なチップ上で
行う上で、それらの溶液をいかに交換するかが課題であった。本研究では、溶液を使用後に廃液だめに
移動させるのではなく、それらが貯留されていた容器に戻している。この操作はシンプルであり、実用的な
デバイスを実現する上で有利である。また、POCT 等への応用では、チップを含めた測定系全体が小型
でなければならないが、本研究では、さらに高吸水性ポリマーを用いたシンプルな吸引、加圧用ポンプも
実現している他、このポンプを自動的に駆動し、前記の溶液交換を実現するためのバルブも新たに提案
している。以上の研究を通じて、高度に集積化された高性能なマイクロフルイディクシステムを実現する上
での基盤が構築されたものを思われる。 
本研究で提案された集積化マイクロフルイディックデバイスは、微小で携帯性に優れるだけでなく、ユ
ーザーの手を煩わせることなく、イムノアッセイ等での効率的溶液交換を可能にする。今後、POCT 等へ
の応用が期待される。 
 
〔最終試験結果〕 
平成３１年２月８日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
  
